
＜全国ろうあ者大会陸上競技における競技注意事項＞

１．　本大会は、２０２４年度日本陸上競技連盟競技規則、および本大会申し合わせ事項により実施する。
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３．

４．

５．

６．

７．　投てき練習は、危険防止のため競技開始前に審判の指示によって行う。

８．　練習場は補助グランドとする。ただし、投てきの練習を禁ずる。

９．　優勝者に賞状を授与する。

10．　記録証を必要とする者は、本部へ申し出ること。（記録証代１００円）

11．

男子１部走高跳 開始 １ｍ７０ １ｍ７５ １ｍ８０まで５ｃｍ 以降３ｃｍ
女子１部棒高跳 開始 ２ｍ３０ ２ｍ４０ 以降５ｃｍ

12．

13．

14．

　三脚、一脚等固定した映像機器での撮影はお断りします。すべての映像の著作は、群馬. 陸上競技協会に帰
属する。撮影したものを Web 上に掲載してはいけない。

　本大会にエントリー時点で氏名、所属、映像等をプログラム、当協会 WEB. 他、 当協会作成の媒体に掲載
すること並びにメディアへ提供することについて承諾したものとする。

　招集は、完了時刻の１０分前までに招集所に集合し、点呼を受けること。招集に遅れた者は、棄権として出
場させない。理由なく棄権した場合は、以後の選手権に出場させない。

　体調不良やその他症状がある場合は無理に出場しないこと。また、会場で体調を崩した場合は直ちに帰宅す
ること。大会中に起こった事故については、最低限の処置を行う。
　また、参加するものは、各自の責任において参加すること。当協会に責任がある場合 以外は、参加者に起
きたそのすべての責任を負わない。また新型コロナウイルス感 染症にかかわることについてはすべての責任
を負わない。

　使用するシューズについては、２０２４年度ＷＡ規定ＴＲ５に準ずる。

　アスリートビブスは、胸・背部に確実につけること。ただし、跳躍競技は胸・背部のいずれかでもよい。ト
ラック種目に出場する者は、競技者係から渡された腰ナンバーを必ず右腰後方につけること。

　競技用具は、棒高跳用ポールの他は会場備え付けのものを使用することを基本とする。
検定を受けた用具以外は練習用としても競技場内に持ち込んではならない。

  トラック競技のスタート合図はイングリッシュコマンドを用い、不正出発（フライング）は、１回で失格と
する。

　跳躍競技のバーの上げ方は以下のとおりとする。


